
社会福祉法人国立保育会 AI 利用に関する取扱ルール 

 
第 1 条（目的） 

本ルールは、人工知能（以下「AI」という。）を業務において利用する際に、個人情報を含む法人内
部情報が外部に漏洩することを防止し、情報セキュリティおよび個人のプライバシーを保護すること
を目的とする。 
特に、無料版 AI の多くが入力内容を学習データとして利用する仕様を有することから、業務上の情
報や個人情報を無料版 AI に入力・送信することによる情報漏洩を未然に防止することを目的とす
る。 
 

第 2 条（用語の定義） 
本規程において使用する用語の定義は、次の各号に定めるとおりとする。 

1. AI（人工知能）とは、OpenAI 社の ChatGPT をはじめ、Google、Microsoft、Anthropic 等の民
間事業者が提供する自然言語処理、画像生成、データ分析等を行うアプリケーション、もしく
は同様の技術を利用したプログラムをいう。 

2. 個人情報とは、個人情報保護法第 2 条第 1 項に定める「個人情報」を指し、職員、園児、保護
者、取引先その他法人関係者に関する、氏名、生年月日、住所、電話番号、メールアドレス、
健康情報、勤務情報等、個人を識別できるすべての情報を含む。 

3. 法人内部情報とは、法人の経営・財務・人事・運営等に関する非公開情報をいう。 
4. 職員とは、当法人の就業規則、嘱託職員就業規則、非常勤職員就業規則に定めるところによる

ものとし、その職位についても同規則に定めるところによる。 
 

第 3 条（業務における AI 利用の範囲） 
1. 当法人において業務目的で AI を利用する場合は、OpenAI 社が提供する「ChatGPT 有料版

（ChatGPT Plus、ChatGPT Business、ChatGPT Enterprise を含む）」に限るものとする。 
2. 職員は、無料版の AI サービス、または法人が指定していない AI アプリケーションを許可なく

使用してはならない。 
3. ChatGPT 有料版のアカウントを取得するか否かの判断は、各施設の施設長等が行うものとす

る。ただし、アカウントを取得する場合は、法人が定める手続きに従うものとし、利用にあた
っては法人の情報セキュリティ方針を遵守しなければならない。 

4. 職員は、法人で取得した ChatGPT アカウントを業務目的に限り使用するものとする。 
5. ChatGPT 有料版の利用にあたっては、AI によって生成された内容をそのまま公的文書・対外文

書として使用せず、必ず職員が内容を確認し、正確性および適法性を確認したうえで使用する
ものとする。 

 
第 4 条（管理責任） 

1. 各施設における AI アカウントの取得および管理は、施設長等の責任のもとで行うものとする。 



2. 施設長等は、AI を新たに利用開始する際に、設定画面において「サービス改善のために会話内
容を利用する」等の機能を必ずオフに設定し、業務上の情報が外部に提供されないよう管理し
なければならない。 

3. AI を利用した際のチャット履歴（業務上の会話内容）の保存や削除については施設長の判断に
よるものとする。 

4. 職員が AI を利用する場合は、施設長等の承認を得て園のアカウントを安全な環境で利用するも
のとする。 

 
第 5 条（報告義務） 

1. 職員は、AI の利用に関連して情報の外部への流出の可能性が生じたときは、直ちに施設長等に
報告しなければならない。 

2. 施設長等は、前項の職員から報告を受けた場合、その情報が重要情報である可能性が否定でき
ないときは、速やかに本部事務局長に報告しなければならない。 

3. 本部事務局長は、前項の報告を受けた場合、その情報が重要情報である可能性が否定できない
ときは、応急的に所要の措置を講じ、速やかに理事長にその旨を報告し、以後の指示を受ける
ものとする。 

 
第 6 条（その他） 

本ルールに定めのない事項、または運用上疑義が生じた場合は、施設長会議において協議のうえ決定
するものとする。 
 
 
 
付則  
1. 本ルールは令和 7 年 11 月 1 日から施行する。 
2. 令和 8 年 4 月 1 日 一部改正（事業部長を本部事務局長へ変更） 
 
 


